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つき大会や大福引大会を楽しんだ。他にも17歳の

目―第3回中部大学映像コンクール―、学びの森、

演劇部公演なども人気を集めた。2日目には8時間

自転車耐久レースが行われたが、強風のため途中

で中止となった。3日目は映画監督の井筒和幸氏の

トークショー、秋の茶会などがあり、後夜祭で締

めくくった。期間中、キャンパス内に5色のデコレ

ンジャーが出没して、参加者を楽しませていた。

FD 講演会を開催

　11 月 10 日午後 5 時から大学 521 講義室で FD 講

演会を行い、約 80 人の教職員が参加した。

　講師は玉川大学

学士課程教育セン

ター副センター長

の菊池重雄教授。

テーマは「初年次

教育の組織的展開

― 大学教育におけ

る役割 ―」で、玉

川大学が平成 17 年度より行っている初年次教育に

ついて具体的な事例を挙げながら説明した。講演

後は活発な質疑応答が交わされた。

第 2 回全学公開授業を実施

　11月25日の3・4時限に大学957講義室で、第2

回全学公開授業を実施した。

　今回は、杉井俊夫教授（都市建設工学科）が担当

し、72人の学生が受講する「土の力学演習」の講義

を16人の教職員が参観した。

総合工学研究所講演会を開催

　10月28日に大学リサーチセンター 2階大会議室

で、総合工学研究所講演会を開催した。

　 稲 崎 一 郎 教 授

（学長補佐・総合工

学研究所長）のあい

さつと講師紹介の

後、講演会となっ

た。講師とテーマ

は次の通り。

○飯吉厚夫総長　

「太陽エネルギー社会を目指して―持続可能な

『光の世紀』に向けて―」

○高井 治氏（名古屋大学大学院工学研究科マテリア

ル理工学専攻教授）「夢の超はっ水技術」

　飯吉総長は、学内で研究が進んでいる光触媒と

高温超伝導直流送電の技術について説明し、太陽

エネルギー社会を目指すことの重要性を説いた。

情報科学研究所講演会を開催

　11月25日午後3時20分から大学531講義室で、情

報科学研究所主催の平成21年度特別講演会を開催し、

学生、大学院生、教職員、合わせて111人が参加した。

　講師は理研―東海ゴム人間共存ロボット連携セ

ンター（RTC）連携センター長の細江繁幸氏で、テー
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